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令和 7 年 7 月 6 日（日）会館とどろきにて

川崎市身体障害者福祉大会が開催されました。

大会スローガン「自立と共生の地域社会の実

現に向けて」を掲げ、式典と講演の二部構成

で開催し、市内の身体障害者及び関係者約

100 名の方にご参加いただきました。 

今年度より、福祉大会の当番は地区団体か

ら障害種別団体へと変更され、初回となる今

回の当番は視覚団体（川崎市視覚障害者福祉

協会）が担い、当日の司会や第二部の企画等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を行いました。 

第一部の式典は、舩橋光俊
ふ な ば し み つ と し

実行委員長によ

る開会のことばで幕を開け、関山進
せきやますすむ

大会会長

（川崎市身体障害者協会理事長）による主催

者あいさつと続きました。次に、来賓あいさ

つでは、お忙しいところご臨席を賜りました

福田紀彦
ふ く だ の り ひ こ

川崎市長、原典之
は ら の り ゆ き

川崎市議会議長、

今富子
こ ん と み こ

社会福祉法人川崎市社会福祉協議会会

長より、ご祝辞をいただきました。来賓の方々

の紹介の後、渡部修治
わ た な べ し ゅ う じ
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事務局長より、前年度の福祉大会にて発表さ

れた川崎市への要望事項の取り扱いに関する

経過報告、障害種別団体等の代表者による令

和８年度に向けての要望事項の発表が行われ

ました。各団体等より発表された要望事項は

以下のとおりです。 

令和８年度に向けての要望事項 

視 覚 川崎市地域において「uni voice 

blind（ユニボイスブラインド）」の

サイトの耳で聞くハザードマップ

の利用ができるように、川崎市が利

用契約をされるよう要望します。 

聴 覚 重度障害者医療証及びふれあいフ

リーパスのカード化とマイナンバ

ーへの紐付けを要望します。 

脳 性 重度訪問介護ヘルパー不足を解消

していただくよう要望します。 

脊 損 ミライロ ID の周知について要望し

ます。 

ｵｽﾄﾐｰ 川崎市内の避難所にオストメイト

専用の災害用トイレの備蓄を要望

します。 

難 聴 難聴者が個人で趣味等の活動に参

加する際（自己啓発の場）の要約筆

記者派遣の機会が増えるよう要望

します。 

腎 臓 医療費助成制度継続並びに新たな

検討について要望します。 

川身協 合理的配慮の提供の義務化に伴う

民間事業者への周知と支援を要望

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続いて第二部では、川崎市市民文化局市民

生活部戸籍住民サービス課マイナンバーカー

ドセンター職員の方、川崎市総務企画局デジ

タル化施策推進室職員の方より、「マイナンバ

ーカードについて」をテーマにご講演いただ

きました。マイナンバーカードを申請してか

ら受け取るまでの流れや利用方法などの基本

的なことや、マイナ保険証についてのお話し

を伺うことができました。講演を通じて、マ

イナンバーカードの理解が深まり、身近に感

じることができたのではないでしょうか。来

場された方からのアンケートでは、「知らない

ことも多かったが有意義だった。」との感想を

いただきました。 

講演の後、尼寺正博
に い じ ま さ ひ ろ

副実行委員長による閉

会のことばで福祉大会は終了いたしました。 

 

来場された方々にアンケートのご協力を

いただきましたので、その一部をご紹介いた

します。 

・福田市長にも臨席いただき良い大会だった。 

・司会が上手だった。 

・マイナンバーの話しが大変よかった。 

・来場者が少ないように感じた。 

 

今後も各構成団体等の要望事項の実現に

向け、関係機関との対話を進めてまいります。 

最後に、本大会の開催にあたり、当番を担

っていただいた川崎市視覚障害者福祉協会を

はじめ、ご協力いただいた関係者の皆様に改

めて厚く御礼を申し上げます。 

（事務局） （要望事項の発表の様子） 

（講演の様子） 
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本年の大会は、視覚障害者福祉協会が当番

団体となり、大会準備と当日の運営について

は長年の経験を生かして川身協事務局が中心

となり各構成団体から運営のためのスタッフ

が参加しました。各団体の協力で、円滑に大

会運営ができました。ご協力いただいた皆様、

ありがとうございました。 

第一部では令和 8 年度に向けての要望事項

が発表され、各構成団体の課題を共有しまし

た。また第二部ではマイナンバーカードにつ

いて、川崎市の担当者 2 名にご講演いただき

ました。マイナンバーに関する制度の内容に

ついて市民として必要な参考情報が提供され

ました。 

第二部のテーマの選定は難しいところで

す。以前はアトラクションの演目もありまし

たが、障害の状態がさまざまな構成団体の会

員が皆で楽しめる演目を今回は設定できず、

講演会としました。 

大会の参加者は 100 人ほどでした。市民へ

の啓発の場として、また、当事者が意識を共

有する場として、より多くの人に参加してほ

しいのですが、アトラクションが効果的とも

思えず参加者増をめざす取り組みには苦慮す

るところです。 

 

 

 

 

今年も昨年に引き続き市長みずから挨拶

され、また市議会議長や健康福祉委員会の議

員の方々にも列席いただき、この大会を総論

的には重視している市の姿勢は示されたのだ

が、各論的には本年 3 月に提示された昨年の

要望事項に対する市の回答はそのほとんどが

消極的な内容であった。果たして今回は、私

たちの切実な要望事項に対して市はどのよう

に受け止めて回答がなされるのであろうか。 

例えば、今回の要望事項で川崎市ろう者協

会は重度障害者医療証のマイナンバーへの紐

付けを要望した。これはすでに本年 4 月より

横浜市と茅ヶ崎市では実施されているのだが、

どうして川崎市では対応できていないのだろ

うか。他にも同様の事例があって、福祉サー

ビスの向上のための新規施策に取り組もうと

する市行政組織の各レベルでの問題意識、感

度が、現在の川崎市は他都市よりも弱くなっ

ているのではとの感じがしてしまう。 

以前には福祉サービスについて川崎市担

当者の積極的な態度を実感したことがあった。

視覚障害者情報文化センター開設前の平成

25 年 10 月、日常生活用具の視覚障害者用ポ

ータブルレコーダーの給付対象となる障害区

分を 1・2 級から当該用具が必要と認められた

視覚障害者（身体障害者手帳のある者）に拡

大した。全国的にも例がない市独自の施策で

ある。当事者団体の要望を受けとめ、福祉サ

ービス充実への問題意識を持って取り組んだ

当時の川崎市担当課スタッフの英断であった

と思う。今回横浜市などでこの紐づけが実現

されたのは市スタッフの誰かの問題意識があ

り前向きに対応しようとする組織文化が根付

いているからではないのか。 

現在の川崎市の福祉行政担当者には、他都

市で新規施策として実現したこのような施策

実施決定の過程と姿勢をもっと見習って欲し

い。そして、本年の福祉大会の要望事項に対

して、市担当スタッフが障害当事者の切実な

ニーズを理解する感度を深め、問題意識をも

って、「他都市の動向を見て検討」というよう

な受け身ではなく、積極的な姿勢での検討と

前向きの回答を期待したい。なお、このよう

な行政スタッフの積極的な姿勢、感度は、特

別市（特別自治市）構想を推進しようとする

市においてそのスタッフに望まれる資質でも

あろう。 

 

（福祉大会実行委員長 舩橋光俊
ふ な ば し み つ と し

） 

身体障害者福祉大会をふりかえって 

身体障害者福祉大会を終えて 

～要望の実現のために望むこと～ 
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音楽家のご夫婦、大西雄二
お お に し ゆ う じ

さんとますみさ

ん。幼少期からピアノに親しんだますみさん

は、ドイツでチェンバロを学びました。雄二

さんは高校時代にコントラバスと出会い、そ

の後上智大学、東京藝術大学、ベルリン芸術

大学へ進学。ベルリンで出会った二人は、そ

の後約 42 年間、家族として、音楽を共創する

最も身近なパートナーとして、共に歩んでき

ました。 

ますみさんは 2015 年に脳梗塞を発症。リ

ハビリを経て、「左手のピアニスト」となりま

す。雄二さんは、2017 年にがんを患い、オス

トメイト（人工膀胱保有者）となりました。

ますみさんの左手のピアノと雄二さんのコン

トラバスという唯一無二の組み合わせは、温

かく柔らかな音色を生み、多くの人を魅了し

てきました。 

10 月 24 日、日本オストミー協会川崎市支

部主催の「ふれあいコンサート」で演奏する

お二人に、お話を伺いました。 

○音楽との出会い 

「6 歳の頃、ピアノを習う友達に付いて行

ったら、自分も習ってみたくなった」と言う

ますみさん。「高校、大学の時に、チェンバロ

と出会い、なんてステキな音！」と感動しま

した。桐朋学園卒業後、ドイツから来日して

いたチェンバロ奏者に出会い、「ドイツにおい

でよ」と言われ、その後、デトモルト音楽大

学に三年間留学します。 

音楽好きのご両親のもと、次男として生ま

れた雄二さんは、小学生でピアノを習い始め

ます。「兄はピアノが上手だったけれど、僕は

嫌いだった。ところが中学校卒業の時、担任

の先生が『田園』と『未完成』のレコードを

くれて。何度聴いてもよかった」。これが音楽

を志す最初のきっかけになります。上智大学

在学時に経験したベルリンフィルの指揮者カ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラヤンとの出会いは衝撃的でした。「来日中の

カラヤンが、大学のオーケストラで自ら指揮

してくれたんです。同じオーケストラとは思

えないほど音色が美しかった。まさに夢のよ

うな時間でした」と当時を振り返ります。 

時を同じくしてドイツに留学していた二

人はベルリンで出会い、結婚。2003 年、非営

利コンサート「伝わるもの」（横浜アートプロ

ジェクト主催）での本格的な共演をきっかけ

に、フルートやファゴット、バイオリンなど

の器楽奏者の仲間と、毎年コンサートを開催

するようになりました。 

○病気との付き合い方 

ますみさんは 2015 年に脳梗塞を発症、右

半身が不自由になりました。7 ヶ月の入院の

のちリハビリを経て、翌年「左手のピアニス

ト」となります。雄二さんは 2017 年にがんを

患い、オストメイト（人工膀胱保有者）とな

りました。 

雄二さんは、がん発症にはストレスが原因

と痛感、ストレスをなくすために生活を変え

ることを決断しました。「常にマイナスをプラ

スに捉えています。嫌いな人がいたとしても、

良いところを探して好きになろうとする。そ

んなポジティブさを大事にしていますね」。 

ますみさんは左手のピアニストになって

から、かえって音楽に対して自由になったと

言います。二人のレパートリーもぐんと増え

たそうです。 

障がいがあっても、できることは必ず見つかる。「好き」を大事に、前向きに取り組もう。 

～ オストメイトの音楽活動紹介 ～ 
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○音色の追求 

お二人がこだわっているのは「音色」。 

「『色』には空気感や触感まで含まれてい

ます。互いに響き合うように、行間を読み、

『間』を感じることが大事」と雄二さん。ま

た「ますみさんの音楽には『間』を感じる。

音色も響きも素晴らしい。身近にいるパート

ナーが理想的な演奏者という、恵まれた環境

に幸せを感じます」ともおっしゃられます。

弾くほどに演奏が変わっていく。それが楽し

くて仕方ないそうです。 

○みなさんへのメッセージ 

ますみさんからは「障がいがあっても、で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きることは必ず見つかります。私たちは、障

がいを持ったことで友だちがいっぱいできま

した。コンサートには、車椅子の人もぜひ来

てください」とのメッセージを、雄二さんも

「オストメイトとして暮らす日々は大変です

が、もっと大変な人たちの支えになりたいと

思っています。お互いに思いやりを持って生

きられるといいですね。大事なことは、自分

が好きなことを持つこと。それが幸せに繋が

ると思います」とのメッセージを寄せてくだ

さいました。 

 

（インタビュアー 広報・啓発委員 坂本純
さかもとじゅん

） 

◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ 

～ アンサンブル・アディふれあいコンサート 2025 ～ 

人工膀胱、人工肛門保有者を中心とした団体、日本オストミー協会川崎市支部主催のチャリ

ティーコンサートです。誰もが安心して暮らせる社会を目指して活動し、その一環として、こ

のたび「音楽に触れて、健康になろう」をテーマにコンサートを企画しました。健康は誰にと

っても大切、どなたでも無料で楽しんで頂けます。 

オストメイトのコントラバス奏者・大西雄二と左手のピアニスト・大西ますみが、ロンドン

デリーの歌、見上げてごらん夜の星をなど親しみやすいメロディの数々を奏でます。 

 

【会場・日時等】 

日時：2025 年 10 月 24 日（金） 

昼の部 15 時開演 (14 時 30 分開場) 

夜の部 19 時開演 (18 時 30 分開場) 

会場：川崎市総合福祉センター 

エポックなかはらホール 

（中原区上小田中 6-22-5） 

 交通機関：JR 武蔵中原駅 徒歩 1 分 

申込等：予約不要 入場無料 全席自由 

その他：車椅子席あり、盲導犬同伴可能 

主催：川崎市オストミー協会事務局 

 

 

【出演】アンサンブル・アディ：コントラバス／大西雄二、左手のピアニスト／大西ますみ 

【プログラム】アイルランド民謡／ロンドンデリーの歌  コントラバスの話 

サン＝サーンス／組曲「動物の謝肉祭」より”象” ”白鳥” 

ベートーヴェン／エリーゼのために  坂本九／見上げてごらん夜の星を など 

（フライヤーの 2 次元コード） （アンサンブル・アディ HP） 
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「ライブリー」は短期入所事業所として、

平成 8 年 4 月に開設いたしました。主に知的

障害者を対象として、障害者及びそのご家族

の地域生活を支援することを目的に、障害者

をケアするご家族の病気や緊急の用事、介護

疲れなどの際に、家族の方が一時的に休息を

取ったり必要な対応をとるために、障害者を

日中や夜間にお預かりする短期入所（ショー

トステイ）を行っています。川崎駅東口から

バスで 10 分程度の「大島一丁目」バス停から

徒歩約 4 分の住宅密集地域に立地しており、

隣には「渡田こども文化センター」、100m ほ

ど先に「田島小学校」があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

開設当初は鉄筋コンクリート 3 階建ての建

物全階を短期入所事業所「ライブリー渡田」

として使用していましたが、現在 2 階では「わ

たりだ」という通所の生活介護事業所が運営

されています。短期入所事業所は「ライブリ

ー」という名称となり、居室やリビングのあ

る 3 階と、面接等を行う小事務所と利用者用

大浴室のある 1 階を使っています。定員は宿

泊利用で男女各 5 名、日中短期（日帰り）利

用 5 名、緊急短期入所 2 名となっています。

ライブリーには看護師の配置がないため、利

用できる方の条件として、医療的ケア等の必

要のない高校生以上の方となっています。 

1 日の大まかな流れは、朝食後の午前中は

利用者プログラムとして「工芸」や「レクリ

エーション」を提供しています。紫外線ライ

トの光で固まる液体プラスチックを使ったキ 

 

 

ーホルダー作り、アイロンビーズでキャラク

ター作品作りなど、工芸では様々な小物の作

成を工夫して提供しています。また、レクリ

エーションとして定番であり人気の高いもの

に「カラオケ」があります。ほぼ毎日、利用

者さんの誰かが大きな声で歌を歌って楽しん

でいます。昼食後はみんなでドライブに出掛

け、川崎マリエンや三ツ池公園・山下公園等

の横浜方面、時には東京タワーへ行ったりし

ながら、途中のコンビニ等でおやつを買って

帰ってきます。その後、1 階の大浴室での入

浴、18 時過ぎから夕食をとり、自由時間を過

ごしたあと就寝時間、となっています。 

利用状況に関しては、土・日・祝日は利用

希望がとても多く、宿泊利用については毎月

ほぼ満床となっていますが、平日については

比較的利用予約が取りやすく、特に 1～2 泊や

日中短期利用であれば更に予約が取りやすい

かと思います。施設の立地が川崎駅から臨海

方面ということで多摩区・麻生区など川崎の

北部方面からはアクセスしにくい面はありま

すが、宿泊の利用が必要な時には空き状況等

をお電話でご確認いただければ、ご相談に乗

りますのでよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

短期入所事業所ライブリー 

〒210-0837 川崎市川崎区渡田 1-15-5 

電話 044-344-6085 FAX044-344-6087 

 

（短期入所事業所ライブリー 杉浦辰彦
す ぎ う ら た つ ひ こ

） 

川崎市内の福祉施設紹介「ライブリー」 

 

（施設の外観） 

（居室） 
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令和 7 年 6 月 11 日(水)・12 日(木)にパシ

フィコ横浜会議センター・ノースにて、第 70

回日本身体障害者福祉大会かながわ大会が開

催されました。新型コロナウイルスや能登半

島地震の影響により、中止やオンラインでの

開催が続いていましたが、6 年振りに会場開

催となり、2 日間で延べ約 900 名が参加され

ました。今回は日本身体障害者団体連合会（日

身連）と当番の神奈川県身体障害者連合会、

横浜市身体障害者団体連合会、川崎市身体障

害者協会が主催となり運営を行いました。 

11 日(水)は、日身連評議員会終了後に、防

災をテーマにした意見交換会が行われました。

田中弘幸
た な か ひ ろ ゆ き

石川県身体障害者団体連合会会長、

飯塚善明
い い づ か よ し あ き

静岡市身体障害者団体連合会事務局

長、君島淳二
き み じ ま じ ゅ ん じ

日身連理事、種村朋文
た ね む ら と も ふ み

埼玉県身

体障害者福祉協会会長にご登壇いただき、そ

れぞれのお立場からお話しいただきました。 

翌日 12 日(木)はいよいよメインイベント

の福祉大会です。オープニングイベントの太

鼓集団「鼓粋
こ す い

」による演奏ののち、第 1 部の

式典に移ります。荻津和良
お ぎ つ か ず よ し

日身連副会長によ

る開会宣言により幕が開き、黒岩祐治
く ろ い わ ゆ う じ

神奈川

県知事が登壇し歓迎のことばを述べられまし

た。続いて山中竹春
や ま な か た け は る

横浜市長（代理：片山久也
か た や ま ひ さ や

横浜市健康福祉局障害保健部長）からも歓迎

のことばをいただき、さらに福田紀彦
ふ く だ の り ひ こ

川崎市

長からはビデオメッセージが寄せられ会場で

流されました（谷浩昭
た に ひ ろ あ き

川崎市健康福祉局障害

保健福祉部長が登壇しビデオを紹介）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続く表彰では、長年障害者福祉の向上に尽

力された 50 名の方が表彰され、阿部一彦
あ べ か ず ひ こ

日身

連会長より、受賞者を代表して神奈川県の

相原貞雄
あ い は ら さ だ お

様へ表彰状の授与が行われました。 

その後、福岡資麿
ふ く お か た か ま ろ

厚生労働大臣（代理：前
ま え

田
だ

忠秋
た だ あ き

厚生労働省障害保健福祉部企画課自立

支援振興室長）、盛山正仁
も り や ま ま さ ひ と

自由民主党ユニバー

サル社会推進議員連盟幹事長兼会長代行より

ご祝辞をいただいた後、須山優江
す や ま ま さ え

横浜市身体

障害者団体連合会副理事長が大会宣言の採択

を、関山進
せきやますすむ

川崎市身体障害者協会理事長が大

会決議の採択を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 部の講演会は、公益社団法人 2027 年

全国園芸博覧会協会サステナビリティ推進部

長の見宮美早
け ん み や み さ

様より、再来年に横浜市で開催

される「2027 国際園芸博覧会」で取り組んで

いる「誰もが楽しめる共につくる GREEN×

EXPO2027 に向けて」をテーマに、博覧会にお

けるアクセシビリティへの考え方や構想につ

いてお話をいただきました。 

最後に次回開催地の狩野
か り の

勝
か つ

幸
ゆ き

仙台市障害

者福祉協会副会長よりごあいさつ、浅香博文
あ さ か ひ ろ ふ み

 

第 70 回日本身体障害者福祉大会かながわ大会 

 

（太鼓集団「鼓粋」による演奏） 

（第 2 部 講演会の様子） 

（福祉大会会場の様子） 
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日身連副会長より閉会のことば、がんばろう

三唱とともに大会は幕を閉じました。 

（事務局） 

大会スローガン 

・日身連および加盟団体の組織強化を図ろう 

・障害者権利条約総括所見を踏まえた地域共

生社会を実現させよう 

大会決議 

一、日身連及び加盟団体連携のもと、組織体

制の強化を図ろう 

一、障害当事者参画のもとで障害関連施策を

促進させよう 

一、身体障害者相談員の活用と周知徹底を図

ろう 

一、実効性のある災害時の障害者支援体制を

構築させよう 

一、改正障害者差別解消法の理解啓発を促進

させよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は、全盲の、そして文字情報のほとんど

を点字で得ている視覚障害者です。今年の 7

月 20 日に行われた参議院議員選挙でも点字

で投票を行いました。 

候補者を選ぶ方法としては、テレビやラジ

オの政見放送も参考にしますが、「視覚障害者

選挙情報支援プロジェクト」が制作し、点字

毎日号外として毎日新聞社が無料で発行し、

点字使用者に送られてきたものも参考にして

います。また、地元の音声訳ボランティアグ

ループが選挙公報を CD で制作していますが、

これは点字初心者にはとても有益なものにな

っています。 

さて、投票日当日、投票所入口で「点字投

票でお願いします」と係員に告げると、暫く

して「点字投票担当者」が記載台まで案内し

てくれました。そこには点字器と投票用紙、

そして候補者の氏名、政党名（もしくは無所

属）を、それぞれ選挙区と比例区別に点字で

書かれた資料を渡されました。投票用紙の大

きさや色などは一般の投票用紙と同じで、端

の方に点字と墨字で「点字投票用紙」と書い

てありました。記載を済ませた後、係員によ

り投票箱の前まで案内され、自分の手で投票

用紙を投票箱に入れることができました。 

午後 8 時の投票時間終了後、投票箱は開票

所に集められて開票され、その中に点字で記

載されたものがあれば、「点字投票解読者」に

よってかな文字が書き添えられ、1 票として

数えられます。 

このような様々な配慮により、国民のひと

りとして選挙権という権利を行使することが

できました。 （広報・啓発委員 大漉純子
お お す き す み こ

） 

編  集  後  記 

今年の夏は例年にない猛暑続きで、日中の外

出も控えたくなるような日々が続いていま

す。水分補給をこまめに行い、室内では無理

をせずエアコンを上手に活用しましょう。夜

も熱帯夜が多く、睡眠不足になりがちです

が、高齢者は特に体調を崩さぬよう工夫が必

要です。まだしばらく暑さは続く見込みです

ので、皆さまくれぐれもご自愛ください。 

  （広報・啓発委員長 伊藤實
い と う み の る

） 

発行人 （特非）障害者団体定期刊行物協会 
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点字投票について 

（福田川崎市長のビデオメッセージ） 
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